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　はじめに

フ グ 科 の ホ シ フ グ Arothron firmamentum 

(Temminck and Schlegel, 1850)は，本科魚類の中

で唯一反赤道性分布を示し（Hardy, 1980; 松浦，

2017），北半球（日本，東シナ海，および南シナ

海北部）と南半球（ニュージーランド，オースト

ラリア東部，ニューカレドニア，南アフリカ，お

よびアルゼンチン）に不連続に分布する（山田・

柳下，2013；松浦，2017）．本種はまれに水深

15–40 mで確認されるが，主な生息水深は 100–

400 mであり，フグ科魚類の中で最も深いことが

知られている（松浦，2017）．日本海沿岸では本

種の大量漂着が報告されているが（松浦，1984, 

1997；渕ほか，1998；久保田ほか，2012），生態

に関する記録は乏しい．

2016年 11月に鹿児島県トカラ列島の臥蛇島沖

で鹿児島大学水産学部付属練習船かごしま丸に

よって行われた海洋観測中に，海面近くでホシフ

グが集団で産卵する様子が確認された．その様子

は写真と動画で記録され，産卵行動中の 5個体の

標本が採集された．ホシフグの産卵行動はこれま

でに知られていないため，臥蛇島沖で観察された

ホシフグの産卵行動を報告する．さらに，鹿児島

県南さつま市笠沙沖の定置網へホシフグが大量入

網した記録と屋久島で観察されたホシフグの群れ

の行動をあわせて報告する．

　材料と方法

2016年 11月 17日 18時 00分から 50分にかけ

て，鹿児島県臥蛇島沖でホシフグの群れの産卵行

動を船上から観察した．産卵行動の様子は，スマー

トフォンのビデオカメラ機能を用いて撮影した．

また，海面付近で産卵行動中に採集された 5個体

（雄 4個体，雌 1個体）の標本を精査した．採集

した標本の腹部を切開し，生殖腺を肉眼で観察し

て性判別を行った．標本の作製，登録，撮影，お

よび固定は，本村（2009）にしたがった．ホシフ

グの同定は山田・柳下（2013）および松浦（2017）

に， 計 数 お よ び 計 測 は，Dekkers (1975) と

Matsuura (2016)にそれぞれしたがった．標準体長

は本文中では体長と表記した．本報告で用いた標

本は，鹿児島大学総合研究博物館（KAUM）に

保管されている．調査海域の海洋データは，かご

しま丸での海洋観測によって得られた．

　結果と考察

Arothron firmamentum (Temminck and Schlegel, 1850)

ホシフグ　（Figs. 1–3; Table 1）

採集個体　5 個体（体長 140.8–155.6 mm）：

KAUM–I. 96703，体長 141.6 mm，雄，KAUM–I. 

96704，体長 140.8 mm，雄，KAUM–I. 96705，体

長 155.6 mm， 雌，KAUM–I. 96706， 体 長 155.5 

mm，雄，KAUM–I. 96707，体長 144.2 mm，雄，

鹿児島県トカラ列島臥蛇島沖（30°01ʹ018ʺN–

30°01ʹ197ʺN, 129°30ʹ711ʺE–129°30ʹ806ʺE），手網，

水深 0 m，2016年 11月 17日 18時 25–30分，小

針　統．

採集標本の形態　Table 1に体各部の体長に占
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外部形態による種の同定　臥蛇島沖で得られ

た標本は，背鰭条数が 14であること，臀鰭条数

が 14であること，体側面は楕円形を呈し，その

断面が円いこと，体を小棘が被うこと，体側に 1

本の側線を有すること，下顎の先端は側面から見

ると円いこと，尾鰭後縁が円いこと，鼻孔の皮弁

が二分すること，体側に多数の白色点をもつこと

から，山田・柳下（2013）や松浦（2017）が示し

たホシフグの特徴と一致した．

産卵の様子と海洋環境　2016年 11月 17日，鹿児

島県トカラ列島臥蛇島沖の海表面付近（30°01ʹ018ʺN–

30°01ʹ197ʺN, 129°30ʹ711ʺE–129°30ʹ806ʺE）でホシ

フグの群れが観察された．実習船の錨泊している

おおよそ 1時間，海表面に漂いながら放卵・放精

を行う様子が確認された．観察時の塩分は pss-

78，気温は摂氏 23.4度，湿度 78.0%，月齢 17.37，

中潮であり，海面は穏やかで波はなかった．

18時 00分ごろ，海表面付近に 10個体ほどの

ホシフグが観察された．その後徐々に個体数が増

え，18時 10分ごろには数百匹の群れとなり水深

5 m付近を泳ぐ様子が観察された（Fig. 2A）．こ

の時点では産卵の様子は確認できなかった．18

時 15分には，海表面付近でそれぞれ数百個体の

4つの群れが，2 mほどの間隔をあけて渦を巻く

める割合を百分率で記した．体側面はやや細長い

楕円形を呈し，その断面は円い．各鰭の基部を除

き体は小棘に被われる．体側に不明瞭な側線を有

する．背鰭条数 14．臀鰭条数 14．胸鰭条数 16．

鰓孔は小さい．鼻器の皮弁は二分する．両顎に左

右 2対（上下で 4枚）の歯板を有し，正面から見

ると歯板中央部が突出する．各鰭は円みを帯びる．

生鮮時の色彩―体は暗緑色で腹部にむかうに

つれ明緑色（Fig. 1）．体全体に眼径よりも小さい

白色点が散在する．各鰭は淡緑色で先端にむかう

につれ透明になる．

固定後の色彩―体は黒色腹部にむかうにつれ

薄い茶色．生鮮時の白色点は明瞭に残る．各鰭の

鰭膜は明茶色で縁辺にむかうにつれ透明になる．

Fig. 1. Fresh specimen of Arothron firmamentum from off Gaja-
jima island, Tokara Islands, Japan (KAUM–I. 96703, 141.6 mm 
SL, male).

5 specimens
Standard length (mm) 140.8–155.6 Means
Head length 33.1–35.5 34.4
Snout length 14.1–15.1 14.6
Snout to dorsal-fin origin 73.9–76.6 74.7
Snout to Anal-fin origin 74.4–77.5 75.6
Body width at pectoral-fin base 20.7–21.8 21.2
Body width at end of dorsal-fin base 12.5–14.6 13.6
Body depth at anal-fin origin 19.6–20.9 20.2
Depth of caudal peduncle 8.2–9.6 9.0
Length of caudal peduncle 11.9–15.5 14.0
Gill-opening length 5.7–7.5 6.6
Eye diameter 5.9–7.2 6.7
Bony interorbital width 13.2–14.0 13.6
Snout to anterior edge of nasal organ 8.7–9.6 9.2
Posterior edge of nasal organ to anterior edge of eye 4.4–5.2 4.8
Length of dorsal-fin base 10.3–12.3 11.7
Length of anal-fin base 10.2–11.6 10.8
Longest pectoral-fin ray 13.8–16.5 15.0
Caudal-fin length 22.9–25.6 24.5

Table 1. Morphometrics, expressed as percentages of standard length, of specimens of Arothron firmamentum from off Gaja-jima island, 
Tokara Islands, Japan.
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Fig. 2. Reproductive behavior of Arothron firmamentum from off Gaja-jima island, Tokara Islands, Japan. Photos: (A) N. 
Kudo; (B) A. Nishina; (C) H. Abe.
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ように泳ぐ様子が観察された．それぞれの群れは，

水深 0–5 mまでの間で潜行と浮上を繰り返した．

次第に各個体間の距離は縮まり，群れの密度が増

していった．群れが海表面に浮上した際は，群れ

の上層の個体は下層の個体によって背鰭が水面か

ら出るほど押し上げられていた．その後，4つの

群れは 1つの大きな群れとなり，水深 2–3 m付近

にとどまるようになった．その間，群れの密度は

増し続けた．18時 23分，ホシフグが一斉に放卵・

放精する様子が観察され，周辺の海水は白濁した

（Fig. 2B）．放卵・放精後は群れの密度はさらに高

くなった（Fig. 2C）．18時 30分を過ぎると次第

に群れの密度は低くなり，水深 5 m前後を泳ぐよ

うになり，海表面へ浮上する行動は観察されなく

なった．ホシフグの群れは 18時 50分ごろまで水

深 5–10 mに確認されたが，その後は練習船の調

査海域の移動のために観察できなかった．

備考　本報告で観察されたホシフグの産卵と

みられる行動の最中に，群れ周辺の白濁した表面

海水を採水し観察したところ，粘性が確認された．

サンプルの保存はできなかったが，観察されたホ

シフグの行動を考慮すると，採取した海水にはホ

シフグの卵が含まれていたと推測される．なお，

ホシフグ出現地点周辺の海域でも同様の採水を

行ったが，出現地点以外では海水の粘性は確認さ

れなかった．また，採集した標本の生殖腺を観察

したところ，放卵放精により縮小した可能性があ

るが，卵巣・精巣ともに発達していた（Fig. 3）．

以上のことから，臥蛇島沖で観察されたホシフグ

の群れの行動は，繁殖行動であると考えられる．

ホシフグは最大体長が 35 cmに達すること（山

田・柳下，2013），小型個体が群れをつくる可能

性があること（松浦，2017）が知られている．今

回採集された標本はいずれも体長 15 cm程度の小

型個体であった．本研究により，ホシフグの小型

個体は群れで産卵を行うことが明らかとなった．

ホシフグはまれに大量に漂着することが知ら

れており，大分県豊後水道や和歌山県田辺湾など

から報告がある（松浦，1984，1997；渕ほか，

1998；久保田ほか，2012）．また，本種は定置網

に大群で入網することも知られており（松浦，

1997），鹿児島県でも 1995年 7月 22日に南さつ

ま市笠沙沖に設置された定置網で総重量 300–400 

kgが採集された．採集者の伊東正英氏によると，

通例，秋から冬の間に数個体のホシフグが入網す

ることはあったが，夏の大量入網は 1995年から

現在まででこの一例のみであった．

屋久島でもホシフグの群れが観察された．2015

年 7月 19日に屋久島町一湊沿岸，水深約 2 mで

全長 15 cm程度のホシフグが球体状の群れをつく

る様子が観察された．観察時の水温は摂氏27.6度，

中潮であった．この行動を観察した原崎　森氏に

よると，ホシフグは球体状の群れを維持しながら，

沿岸から沖へむかってゆっくりと移動していっ

た．なお，10分前後の観察の間に産卵行動は観

察されなかった．ホシフグの生態には解明されて

いない点が多いが，これらの観察事例が本種の生

態の解明に寄与することを期待する．
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